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＜連絡事項＞


＜入室状況＞

【転出】
・川口　博至様～東病棟Cユニット4号室➝南病棟Aユニット115号室

【ユニット移動】
・井畑　芳則様～東病棟Aユニット10号室➝東病棟Bユニット2号室
・前川 裕孝様～東病棟Bユニット2号室➝東病棟Cユニット4号室
・畑中　豊吉様～東病棟Bユニット3号室➝東病棟Cユニット4号室

＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～本日夕食より7分粥へ食事形態変更となる。

・豊川　京子様～主治医、長男様、記録看護師同席し主治医面談実施。
・様々な抗生剤を使用し肺炎治療実施しているが現在使用している抗生剤での効果が薄い為バンコマイシンしか有効な手段がない状態。
・バンコマイシン使用にあたり腎不全等のリスクがある事。
・抗生剤を終了した際には敗血症となる可能性が高い事。
上記説明し
「それならやらない方向でお願いします」と返答有り。
また主治医より少人数ずつで有れば直接面会実施可の指示有り。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室侵入や私物弄り見られ他患者からクレーム聞かれ、時間早めて開放観察終了する。自室でも脱衣あるもその他奇異行動無く経過されている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜金Dr診察＞
・東野　愛様～診察時外出泊に関する発言あり、家族（父様）がコロナウイルス罹患中だが完治した後に外泊したいという希望を繰り返す。主治医よりスタッフから家族状況を確認し、家族側が可能であれば外出泊してもいいと説明あり、納得した様子となる。処方変更なし。

・品田　潮様～診察時やや多弁さみられるが、不穏なく不調不満訴えなし。処方変更なし。

・井畑　芳則様～診察中入院前の出来事について、「なんとなくぼんやり覚えているところがある」と発言しており、宗教に関連した妄想様の発言をやや多弁気味に話す様子あり、気分高揚さみられる。主治医指示にて、5/2にてインヴェガ錠飲切終了、5/1ゼプリオン150mg筋注予定となる。また、家族へ連絡し5/7の週でモニター面会日程調整し、問題がなければ自宅退院を検討してもらうよう指示あり。

[bookmark: _GoBack]・田名部　幸子様～診察中同じ発言を繰り返し、まとまりのない会話を続ける様子みられるが、不穏なく経過。主治医より症状安定しているため、部屋状況をみながら西病棟転出を検討するよう指示あり。処方変更なし。
